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コースの目標

「経営戦略立案の基礎となる知識と
その策定手法を修得する」

 経営戦略の考え方と戦略化の主要手法を理解できる
 マーケティング環境と経営課題の整理の手順が理解出来る
 経営者の戦略志向分野が理解できる
 主要メソドロジーを用いた経営課題の解決手順を理解できる
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「経営戦略を立案するための必要な前提知識を提供する」

コースの位置付け

経営戦略立案－基礎知識修得コース

経営戦略立案－ＯＪＴコース

経営の基礎知識が必要な方々

経営の基礎知識を有している方々
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単 元 研修項目

第２章 経営戦略論

はじめに

第１章 経営戦略策定
プロセスとその要因

目的 時間帯

④事業ドメイン

②ランチェスター戦略

③差別化戦略主要な経営戦略論を理解
する

①経営活動と経営戦略

②経営戦略策定プロセス

③経営成熟度経営戦略策定の考え方と
経営用語を理解する

９：３０－１０：００

１３：００－１５：３０

１０：００－１２：００:

②５つの競争要因分析

④SWOT分析

⑤BSC分析

経営戦略を具現化するた
めに事業ドメインの定義手法
を修得する

第３章 経営戦略策定
プロセスとメソドロジー

１５：３０－１７：００

④PPM

①策定プロセスとメソドロジー

まとめ及び解説 １８：００－１８：３０

カリキュラム

①コトラー戦略

⑤アンゾフの成長戦略

⑥サプライチェーンマネジメント

③バリューチェーン分析

⑥インフルエンスダイアグラム

⑤モニタリング

トップアプローチの切り口を
理解する

第４章 トップアプローチ
への活用

１７：００－１８：００②戦略アプローチの手順

①経営者の3つの関心事

③．戦略アプローチ要因
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第１章 経営戦略策定プロセスと原則

１．経営活動と経営戦略

２．経営戦略策定プロセス

３．経営成熟度

４．事業ドメインの定義
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1.1 経営活動と経営環境

1.2 経営戦略とは

１．経営活動と経営戦略
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1.1 経営活動と経営環境

（１）天才経営者のナレッジベース

ポイント：経営は経営観を持ち、論理的展開と時流のナレッジが必須である。

独自の経営観

論理的な展開
時流に

対する知識

経営の

みえる化

・経営戦略論
・経営実践経験

・新聞/月刊誌
・白書/政策
など

・ITCプロセス
・SWOT/BSC
など
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1.1 経営活動と経営環境

（２）経営活動の要素

ポイント：経営戦略の要素には経営目標、経営機能、経営資源と情報システムがある。

経営目標

経営機能

経営資源 ひと もの かね

売上高・利益、
シェア、・・・

経営活動

基幹システム

経理物流販売生産

経営戦略

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
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（３）経営環境要因

経営資源

経営機能

同業他社

販売 生産 物流 経理

企業

・政治
・経済
・社会
・技術

経営活動

脅威

機会/脅威

外的環境要因 内的環境要因

・強み
・弱み

1.1 経営活動と経営環境

ポイント：経営活動は経営環境によって活動形態を変える。
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1.1 経営活動と経営環境

外部環境要因
（機会、脅威要因）

内部環境要因
（強み、弱み要因）

マクロ環境要因

Ｐｏｌｉｔｉｃａｌ（政治要因）

Ｅｃｏｎｏｍｉｃａｌ（経済要因）

Ｓｏｃｉａｌ（社会要因）

Ｔｅｃｎｏｌｏｇｙ（技術要因）

ミクロ環境要因

業界環境要因

経営機能

経営資源

強み要因

弱み要因

強み要因

弱み要因

（４）経営環境の捉え方

ポイント：外部環境と内部環境要因はともに2つの要因分野で捉える。
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1.2 経営戦略とは

経営戦略がないと
① 新しい諸機会を探求する場合の指針となるようなルールがない。

そのため受動的に機会を待つか、下手な鉄砲も数多く打てば当たる方式
になってしまう。

② プロジェクトの決定が質的に劣ったものになる。努力を集中すべき

焦点となるものがない。

③ 部分的無知の状態に対する明確な準備体制ができていない。

この機会が全く稀なのか、将来さらに良い機会が出現しそうなのかを

判断する評価尺度がない。

④ 全体的な資源の割り当てが効率的・効果的かを確信する方法がない。
現行製品ラインが老朽化していないことを確信する方法がない。

⑤ 変化を予測する内部的な能力を有していないことになる。管理者は

何もしないか、相矛盾した目的のもとでの行動を取る危険がある。

（アンゾフの戦略論）

（１）経営戦略の意義

ポイント：経営戦略には目標、マイルストン（中間目標）、方針が前提として要求される。
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（２）経営方針、戦略と経営施策

経営戦略 ： ①関東地区の営業力強化
②ディジタル家電工場の建設 など

経営施策 ： ①横浜地区でのテストマーケティング実施
②インターネット販売実施
③液晶パネルのOEM化 など

経営戦略の定義：「競争優位のための経営資源の最適配置」の方策

1.2 経営戦略とは

中位

下位

ポイント：経営方針、経営戦略、経営施策の順に上下関係にある。

経営方針 ： ①営業力の強化
②生産力向上 など

上位
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2.1 経営戦略策定の基礎プロセス

2.2 経営計画策定プロセス

2.3 経営戦略策定の原則

２．経営戦略策定プロセス

©ISM-Research CO.LTD
15

（１）経営戦略策定の手順

経営目標設定

現在の経営目標
に対する経営課題

は何か

高収益事業分野
はどこか

投資すべき方策
は何か

儲かる事業
の定義

・経営目標
の実績

・経営課題

・顧客/市場
の定義

・提供商品
の定義

・事業戦略の策定
・部門別実施施策
の定義

・経営資源の割当

・戦略と施策の
正当性確認

・投資対効果

2.1 経営戦略策定の基礎プロセス

ポイント：経営戦略の策定は論理的な手順を踏むことが重要である。


